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ブランディングで中小企業と地域のいまを輝かせます

 ６ 月11日（木）　
17：30～18：30

◆Zoomによるオンライン開催
　◆ 1社から何人でも参加可能
     ◆事前に参加の可否をご連絡ください

5月のブランディングレポートを振り返って
5 月のブランディングレポートでは、「集める時代の終わり」を全 4回にわたってお届けしました。
第 1回   では、「集める」という発想そのものに構造的な限界がきていることをお伝えしました。第 2回  では、「楽
しさ」と「課題解決」の掛け算が、人が集まる場所をつくるという視点を共有しました。第 3回    では、その掛け
算をさらに強くする「共感」は「語る」ことから生まれ、「集まる場所」の 土台になります。

そして、第 4回では、クラブ会員の白根智彦さん（株式会社イエローズ）に「推し」という現象から「集まる」を  

  読み解いていただきました。

今回のサロンで話し合いたいこと
今回のサロンでは、レポート執筆者の白根さんと櫻田の対談を起点に、みなさんとともに「集まる仕組み」を考
えていきたいと思います。経営者の数だけ悩みがあれば、その数だけ知恵もあります。

対談では、次のようなテーマを掘り下げる予定です。
・なぜ「集める」ではもう続かないのか──現場で起きている構造変化
・「推し」を生むアイドル運営の仕組みは、中小企業にどう応用できるか
・白根さんが飲食店経営で実践していた「来たくなる理由」のつくり方
・中小企業の経営者が、明日から踏み出せる一歩は何か

　　           「集める」ではなく、「集まる」
なぜ、あの場所には人が自然と集まるのか

事前にお読みいただけると、スムー ズに進みます。

・Vol.1230（5/4）「集める」から「集まる」へ、発想 
   をシフトする 
・Vol.1231（5/11）「楽しさ」と「課題解決」の掛け算
   で人は集まる 
・Vol.1232（5/18）語りから生まれる「共感」が、集
   まる場所を強くする
・Vol.1233（5/25）「推し」という現象について考える

スピーカー：白根智彦さん
（株式会社イエローズ）

ファシリテーター：櫻田弘文
（株式会社クエストリー）

こんな方におすすめです
・催事やセールに頼った集客に、限界を感じている方 
・チラシや SNS 発信を続けているのに、手応えが薄いと感
   じている方 
・お客さまとの関係を、もっと深く長いものにしたい方 
・「うちの会社は、なぜ選ばれているのか」をあらためて言
    葉にしたい方 
・自社のファンを増やす、具体的なヒントを持ち帰りたい方

   レポートを読んで浮かんだ問い、
自社で試してみたいアイデア、うまくいか
なかった経験。どんなものでも構いません。
　　ぜひ持ち寄って、ともに 知恵を 
     　　 出し合う場にしましょう。


